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論文内容要旨
思春期性成長期を扱
ある。顎骨の残余成
とが報告されてい
安全で信頼性の高い
線規格写真(以下,
ている。そこで,本
成熱度指標として
齢"を確立し,下顎骨残余成長量の予灘に応期すること
まず,女子を対象
4頸椎椎体各部の計
作成した。次に,8、
齢との相関を求めた
して,頸椎年齢をパ
 を行った。結果は以下の通りであった。
1.第3,4頸権各部
ノAP3+5.90×A蔓4/AP4+4.74×AH4/PH4
2.頸椎年齢と骨年
に高く,頸椎年齢と
 i%の危険率で有意に小さかった
3・下顎骨残余成長
4、頸椎年齢によ
 (3.48mm)よりも0・1%の危険率で有意に小さかった。
結果より,本研究よ
と考えられている手
と考えられた。また
 とが確認された。
以上,本手法の確立
 長を判断することが可能であることが示された。
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審査結果要旨
矯正臨床において
適用して顎顔面形
顎骨の残余成長によ
著しい顎閤関係の
が,その実施時期を
ように歯科矯正学
ては,手部X線写真上
X線照射の是非が問
検査手法として不
 が待望されている。
このような背景か
成熟度指標として,
上で評価可能であ
本研究のオリジナ
摺が可能となり,思
 待される。
本研究では,すべて
用いている。このた
また成長様絹が異
 くものであると判断できた。
研究方法としては
ものであり,その精
 関しても問題ないものと判断された。
本研究の結果によ
野において全身の
求めた骨年齢と高
予欄を行えること
顎骨の残余成長を判嚇することが可能であること
本硯究により得ら
 授与に相当するものと判漸する。
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